
トラックは重要な社会的インフラです。

日本の物流の大半を、トラックが担っています。

トラック運送事業者が
これからも安全・確実に
皆様の荷物をお届けできるよう
ご理解とご協力をお願いいたします

日本のトラック輸送産業－現状と課題－２０２１ より

トンベース
トラック
4,329 トラック

213合計：4,714
（単位：百万ﾄﾝ）

もしもトラックが止まってしまうと…

…日常生活や産業活動に必要な物流が止まってしまいます。

トラック運送事業者が
これからも安全・確実に
皆様の荷物をお届けできるよう
ご理解とご協力をお願いいたします

合計：４０４
（単位：十億トンキロ）

トンキロベース

輸送機関別分担率（令和元年度）

トラック輸送を利用される皆様へトラック輸送を利用される皆様へ



【例】
各務原出発の場合・・・
高速道路を使っても小田原あたりまでの往復で１３時間くらいかかります。
（岐阜各務原IC~小田原西IC:約300km・4時間）

…もしも横浜・東京まで行こうとすると、一泊二日になります…

移動・納品・休憩等
２~３時間

約３００ｋｍ
約4時間（往復8時間）

トラック運送事業者は、安全・確実に荷物を
届けるために、様々な対策を行っています。

トラックの運行開始前・終了後に点
呼・アルコールチェックを実施し、ト
ラック運転手の健康状態などを確認
するとともに、飲酒運転を防止します。

トラックの運行開始前の点検に加え、
３カ月ごとの定期点検整備を実施し、
トラックの故障による事故などを防
止します。

トラック運転手に対し安全運転・自動
車の特性などの教育指導を定期的に
実施します。

疾病等が原因となる事故を防止する
ため、健康診断を実施し、トラック運
転手の健康状態を把握します。

過労による事故を防止するため、トラック運転手
が運転できる時間が決まっています。

○連続して運転できるのは4時間まで。
４時間おきに３０分以上の休憩が
必要です。

○１日の拘束時間は原則１３時間まで。
１日８時間以上の休息が必要です。

たとえば…

このような決まりが守れるように、
トラック運送事業者は、運行計画を立てています。
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移動・積込・休憩等
２~３時間

※２０２１年現在の「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準(改善基準告示）」による



しかし、トラック運送やトラック運転手を
とりまく環境は厳しいのです。

さらに、トラック運転手の
高齢化が進んでいます

まず、トラック運転手の
数が足りません

そして、トラック運転手の
労働時間は長いです

しかも、トラック運転手の
賃金は他の産業に比べ低いです

このままでは、トラック運転手が不足し、
荷物が届かなくなってしまうかもしれません。



○トラック運転手の労働時間縮減・負担軽減に、ご理解と
ご協力をお願いいたします。

●トラック運転手が休憩なしで運転できる時間の上限や最大拘束時間などに
ついて、ご理解をいただけますようお願いいたします。

『トラック運転者の労働
時間等の改善基準の
ポイント』

【厚生労働省労働基準局】

※トラック運転手の拘束時間・
連続運転時間などに関する
基準がまとめられています。

●トラック運転手の荷待ち時間の縮減や荷役作業の負担軽減などについて、
下記を参考に、ご理解・ご協力を頂けますようお願いいたします。

「ホワイト物流」推進運動
ポータルサイト

※荷主企業と物流事業者が相互に
協力し、物流を改善し、物流を
より「ホワイト」な環境にしよう
という取り組みのポータルサイト
です。

『荷主と運送事業者の協力に
よる取引環境と長時間労働
の改善に向けたガイドライン
及び事例集』

※荷待ち時間の短縮や荷役の効率化等、
長時間労働の改善につながる取組事例
や、荷主と運送事業者の役割分担等を
紹介しています。

これからもずっと、安全・確実に荷物をお届け
するためには、トラック輸送を利用する皆様の

ご理解とご協力が必要です。

○運行管理や労務管理等の法令を遵守し、トラック運転手の
労働条件の改善し、安全・確実に皆様の荷物をお届けする
ために必要なコストを賄えるだけの運賃が収受できるよう、
標準的な運賃と燃料サーチャージ制度についてご理解と
ご協力をお願いいたします。

●適正運賃の参考として、
「標準的な運賃」告示をご参照
ください。

●適正な運賃・料金の収受と、
燃料サーチャージについて、
ご理解とご協力をお願いいたします。

『トラック輸送の「標準的な
運賃」が定められました。』

【国土交通省】

※トラック運送事業者が運転手の労働
条件を改善し、法令を遵守して、
持続的に事業を行う際に参考となる
「標準的な運賃」についての
パンフレットです。

『適正な運賃・料金の収受、
燃料サーチャージへの
ご理解とご協力をお願い
いたします。』

【国土交通省・全日本トラック協会】

国土交通省
中部運輸局岐阜運輸支局

一般社団法人
岐阜県トラック協会

https://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/kantoku/dl/040330-10.pdf
https://white-logistics-movement.jp/
https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk4_000107.html
https://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/content/000226437.pdf
https://jta.or.jp/lp/surcharge2022/

